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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 益田正洋 

長崎出身のお気に入りのギタリスト益田さんのロング・インタビュー記事です。新しくだすＣＤの話から始

まります。 

◼ 単に「録音してみました」というＣＤにはしたくなかったので、「ギターで弾いたバッハ」ではなく、

「バッハの音楽がたまたまギターで再現された」という形に少しはできたかなと思います。 

◼ アメリカのジュリアード音楽院に留学した時、難しいことはやりませんでした。シンプルなことで、そ

の「シンプルなことをちゃんと理解すれば、そのあとは積み重ねで見えてくる」と思っていました。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 エドアルド・カテマリオ】  

イタリアから初来日のギタリスト。このインタビューも、ギターのなれそめから話が進められる。このギ

タリストは、ギター協奏曲のレパートリーが 48 曲あるそうです。 

◼ 上手に演奏する方が、独創的に演奏するよりいいと思う。演奏会で重要なのは、まずは、聴衆が好む

曲を演奏すること、二つ目に重要なのが、自分の可能性のうち最良のものを示して演奏すること。聴

衆を喜ばせようとして、他のジャンルの曲を混ぜて弾こうという誘惑にかられるが、それは良くない。 

◼ ギター界での話題と言ったら、爪の形だとか、ギターの材料がスプルースかシープレスか、そんなこ

とばかりで、バッロク時代の装飾音について語るような本当に聡明な人は少ない。 

◼ 音楽の質というものが技術的なことよりずっと重要だね。質を考え、クリアーに弾くことが重要。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：小林徹】 

高校の先生で、日本一の部員数を誇る埼玉県立川越高校のギター部顧問をしているそうです。新堀ギターの

出身ということで、アンサンブル中心の話でした。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「オスカー・ギリア インタビュー」：CD に掲載されているインタビュー記事の和訳の後編です。今回

は、セゴビアの話が中心になっています。 

◼ 「新マエストロ養成講座：長谷川郁夫」：第 22 回は、コストの「パストラール」です。「パストラー

ル」とは、牧歌と訳される田園的な明るく清らかな印象の曲のことだそうです。 
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◼ 「21 世紀のギター教本＃２：佐藤弘和」：今回はフレージングやベース音を響かせる手法の解説です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：今回は、映画音楽の名曲「エデンの東」です。 

◼ 「ソロギターのためのシンプル・アレンジ講座：竹内永和」：今回は、9th、13thのテンションコード等の

解説です。サンプル曲は、ガーシュインの「ス・ワンダフル」が掲載されています 

◼ 冒頭インタビューの伊藤福雄氏による「最短上達・脱力法講座」が開設。意地と肘は張るな！です。 

 

また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下の楽曲が掲載されている。 

 


